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く説明する言葉を持ち

合わせているとは限り

ません。「電気の力」、

「磁石みたいな力」な

ど、さまざまな言い方

で伝えようとしたり、コイルと鉄しんの間の空間に

「電流」が流れているという誤った見方で説明しよ

うとしたりする子もいるかもしれません。そこで、

イメージ図に表現させることで、互いの考えをよく

伝えたり確かめたりするようにします。図を描くこ

とで自分の考えを整理して伝える経験になりますし、

見比べることで友だちの考えもよくわかります。「電

気の力」説に対しては、既習の電流計や豆電球など

で、「磁石の力」説に対しては、砂鉄を用いること

で、確かめの実験をします。

４. ホームセンター発、実験教材！

砂鉄を使った磁力の確かめ

には、角材を組んだ上に厚さ

１～２mm位のビニールシート

を貼ったものを使います。ビ

ニールの上に砂鉄をふりかけ

て軽くたたくと、コイルと鉄

しんの間の空間に磁力線が浮

かび上がります。子どもたち

は、電流を流すことによって

「磁石のような力」が生まれ、それによって鉄しん

が磁石になることを感じ取ることができるでしょう。

今回の教材は、エナメル線以外は皆、ホームセン

ターで用意できるものばかりです。身近な材料の組

み合わせで、子どもの理解を深める教材を作ること

ができます。

「電流の働きについての考え」を
深めよう
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１. 「電流の働きについての考え」って？

電磁石に釘やクリップをつけて、強さや極の性質

を調べるのは楽しい活動です。ところで、この単元

の目標に示された「電流の働き」を、子どもたちは

どのようにイメージしているのでしょうか。教科書

に記された「コイルに鉄しんを入れて電流を流すと、

鉄しんが磁石になる」の中身を、単元の後半でより

深く思考・表現する学習の紹介です。

２. “すき間だらけ”でも、鉄がつくのはなぜ？

コイルと鉄しんの間に大き

なすき間のある電磁石を提示

すると、多くの子どもが「鉄

はつかない」と予想します。

教科書や実験セットの電磁石

も、コイルと鉄しんの間にス

トローやポリエチレン管がは

さまれているのですが、異な

る教材や問題場面を前にする

と、それまでに培った見方や

考え方がゆさぶられてしまう

のです。そこで、鉄をつける

活動を十分に体験した後、ま

ず①「それまでに学習した電

磁石と共通の性質」を確認し、続いて②「コイルと

鉄しんの間には、何の力がどのように働いているの

か」を予想したり確かめたりする活動を設けます。

３. 表現は、言葉とイメージ図で

電流を流した時、コイルと鉄しんの間には磁力が

働いて磁界ができますが、子どもたちがそれをうま


